



























	1125/60方式ＨＤＴＶスタジオシステム（合本 BTA S-001B/002B/004B/005B/006B ARIB STD-B4_2.0版)
	まえがき
	別表（ＩＰＲ）
	Ｂ版/2.0版規格改定について
	Ａ版規格改定について
	総目次
	BTA S-001B 1125/60高精細度テレビジョン方式スタジオ規格
	目次
	本文
	１　目的
	２　適用範囲
	３　高精細度テレビジョン方式スタジオ規格
	３．１　映像信号と同期信号の基本特性
	表３．１　映像信号と同期信号の基本特性
	図３．１　垂直同期信号波形図
	図３．２　正負両極性３値同期信号波形図
	表３．２　垂直同期信号タイミング値
	表３．３　正負両極性３値同期信号タイミング値
	表３．４　正負両極性３値同期信号振幅

	３．２　側色パラメータ
	表３．５　側色パラメータ



	解説
	１　内容説明
	１．１　表３．１、図３．１、図３．２、表３．２、ひょう３．３および表３．４の内容説明
	１．１．１　有効走査線数1035本システム
	１．１．２　有効走査線数1080本システム

	１．２　表３．５の内容説明
	１．２．１　有効走査線数1035本システム
	１．２．２　有効走査線数1080本システム


	２　審議経過
	２．１　規格策定時（1987年）の審議経過
	２．１．１　規格化の経緯
	２．１．２　表３．１、図３．１、図３．２、表３．２、表３．３および表３．４の審議経過
	２．１．３　表３．５の審議経過

	２．２　Ａ版規格改定時（1996年）の審議経過
	２．２．１　1035/59.94システム追加の背景
	２．２．２　表３．１、図３．１、図３．２、表３．２、表３．３および表３．４の審議経過

	２．３　Ｂ版改定時（1998年）の審議経過
	２．３．１　有効走査線数1080本システム追加の背景
	２．３．２　表３．１、図３．１、図３．２、表３．２、表３．３、表３．４および表３．５の審議経過



	関連規格
	参考文献

	BTA S-002B 1125/60方式ＨＤＴＶ映像信号の符号化とビット並列インタフェース規格
	目次
	本文
	１　目的
	２　適用範囲
	３　符号化パラメータ
	４　ビット並列インタフェースデータ
	4.1　ビット並列インタフェースデータの概要
	4.2　映像データ
	4.2.1　符号化特性
	4.2.2　映像データ形式
	4.2.3　映像データとアナログ同期波形間のタイミング関係

	4.3　映像タイミング基準コード（ＳＡＶ、ＥＡＶ）
	4.4　ブランキング期間のデータワード
	4.5　補助チャネル

	５　ビット並列インタフェース
	5.1　インタフェースの概要
	5.1.1　Ｙ、Ｐｂ／Ｐｒシステム
	5.1.2　Ｇ、Ｂ、Ｒシステム

	5.2　データ信号の形式
	5.3　クロック信号
	5.3.1　概要
	5.3.2　クロック対データのタイミング関係

	5.4　インタフェースの電気的特性
	5.4.1　概要
	5.4.2　信号の極性
	5.4.3　ラインドライバ特性
	5.4.4　ラインレシーバ特性

	5.5　コネクタとケーブルの機構仕様
	5.5.1　コネクタとケーブルの概要
	5.5.2　接続ケーブル
	5.5.3　コネクタ



	運用上のガイドライン
	１　前置、補完フィルタの特性
	２　制作アパーチャ、クリーンアパーチャ、及びその過渡領域
	３　接続ケーブルの例

	解説
	１　規則内容の説明
	1.1　規格の概要
	1.2　符号化パラメータ
	1.3　ビット並列インタフェースデータ
	1.4　クロック信号およびインタフェースの電気的特性
	1.5　コネクタとケーブルの機構仕様

	２　運用上のガイドラインの内容説明
	2.1　前置、補完フィルタ特性
	2.2　制作アパーチャ
	2.3　接続ケーブルの例

	３　審議経過
	3.1　「BTA　S-002」策定時（1992年）の審議経過
	3.2　「追加資料No.1」策定時（1993年）策定時の審議経過
	3.3　「追加資料No.2」策定時（1995年）策定時の審議経過
	3.4　Ａ版改定時（1996年）の審議経過
	3.5　Ｂ版改定時（19986年）の審議経過


	関連規格
	参考文献

	BTA S-004B 1125/60方式ＨＤＴＶ信号のビット直列インタフェース規格
	目次
	本文
	１　目的
	２　適用範囲
	３　ビット直列インタフェースデータ
	3.1　Ｙデータ系列とＰｂ/Ｐｒデータ系列
	3.1.1　映像データ
	3.1.2　タイミング基準コード
	3.1.3　ライン番号データ
	3.1.4　誤り検出符合データ
	3.1.5　補助データ
	3.1.6　未定義ワードデータ

	3.2　ワード多重データ系列
	3.3　ビット直列データ

	４　同軸ケーブルインタフェース
	4.1　送信端特性
	4.2受信端特性
	4.3　コネクタとケーブル

	５　光ファイバインタフェース
	5.1　送信端特性
	5.2　受信端特性
	5.3　コネクタとケーブル


	解説
	１　規格内容の説明
	1.1　ビット直列インタフェース
	1.2　同軸ケーブルインタフェース
	1.3　光ファイバーインタフェース

	２　審議経過
	2.1　規格策定時（1995年）の審議経過
	2.1.1　ビット直列インターフェースデータ
	2.1.2　同軸ケーブルインタフェース
	2.1.3　光ファイバーインタフェース

	2.2　Ａ版改定時（1996年）の審議経過
	2.3　Ｂ版改定時（1898年）の審議経過


	関連規格

	BTA S-005B 1125/60方式ＨＤＴＶビット直列インタフェースにおける補助データの共通規格
	目次
	本文
	１　目的
	２　適用範囲
	３　用語の説明
	４　補助データの共通規定
	4.1　補助データの構造
	4.1.1　補助データパケットの構造
	4.1.2　補助データパケットの構成ワード

	4.2　補助データの多重
	4.2.1　補助データの多重可能領域
	4.2.2　補助データの多重規定

	4.3　特殊パケット
	4.3.1　終了パケット
	4.3.2　無効パケット



	解説
	１　規格内容の説明
	1.1　補助データの構造
	1.1.1　補助データパケットの構造
	1.1.2　補助データパケットの構成ワード

	1.2　補助データの多重
	1.2.1　補助データの多重可能領域
	1.2.2　補助データの多重規定
	1.2.3　特殊パケット


	２　審議経過
	2.1　規格策定時（1995年）の審議経過
	2.2　Ａ版改定時（1996年）の審議経過
	2.3　Ｂ版改定時（1898年）の審議経過


	関連規格

	BTA S-006B 1125/60方式ＨＤＴＶビット直列インタフェースにおけるデジタル音声規格
	目次
	本文
	１　目的
	２　適用範囲
	３　用語の説明
	４　音声パケット
	4.1　音声データパケット
	4.1.1　音声データパケットの構造
	4.1.2　ユーザデータワード（ＵＤＷ）の構成
	4.1.3　音声データパケット生成に関する規定
	4.1.4　音声データパケットの多重に関する規定

	4.2　音声制御パケット
	4.2.1　音声制御パケットの構造
	4.2.2　ユーザデータワード（ＵＤＷ）の構成
	4.2.3　音声制御パケットの多重に関する規定



	解説
	１　規格内容の説明
	1.1　音声データパケットの構造
	1.2　ユーザデータワード（ＵＤＷ）の構成
	1.3　音声データパケットの生成
	1.4　音声データパケットの多重
	1.5　音声データパケットの構造
	1.6　音声制御パケットの多重

	２　審議経過
	2.1　規格策定時（1995年）の審議経過
	2.2　Ａ版改定時（1996年）の審議経過
	2.3　Ｂ版改定時（1898年）の審議経過


	関連規格

	ARIB STD-B4 2.0版　1125/60方式ＨＤＴＶビット直列インタフェースにおける補助信号領域へのタイムコードの多重方法標準規格
	目次
	本文
	第１章　目的
	第２章　適用範囲
	第３章　用語の説明
	第４章時間情報パケット
	4.1　時間情報パケットの構造
	4.2　時間情報パケットの多重
	4.3　多重位置に関するガイドライン


	解説
	１　本規格の内容説明
	1.1　時間情報パケットの構造
	1.2　ユーザデータワード（ＵＤＷ）の構成
	1.3  時間情報パケットの多重について

	２　審議経過
	2.1　規格策定時（1997年）の審議経過
	2.2　2.0版規格改定時（1998年）の審議経過


	関連規格類

	改定履歴表
	Ａ版改定履歴表　
	共通事項
	BTA　S-001A
	BTA　S-002A
	BTA　S-004A
	BTA　S-005A
	BTA　S-006A

	Ｂ版改定履歴表
	共通事項
	BTA　S-001B
	BTA　S-002B
	BTA　S-004B
	BTA　S-005B
	BTA　S-006B
	STD-B4　2.0版






